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ＬＮＧ燃料用ポンプを開発 
大晃機械工業、２種・５タイプを23年４月販売へ
　大晃機械工業は、ＬＮＧ燃料に対応する燃料移送ポンプの開発に取り組んでいる。サブマー
ジドモーターポンプとディープウェルポンプの２種類で開発を進めており、実液での運転検査
で品質を担保する。2023年４月の販売開始を見込む。当面はＬＮＧをターゲットとするが、今
後の燃料転換を見据え、ＬＰＧやアンモニアなどの次世代燃料についても検討する方針だ。 
　同社は燃料油ポンプで高いシェアを持つが、海運の脱炭素化に向けたエネルギー転換の流れ
を受け、次世代燃料に対応するポンプ開発を急ぐ。電動機と一体で液化ガスに浸漬して使用す
るサブマージドモーターポンプでは、バンカー船（船舶燃料供給船）向けの荷役ポンプとして
２タイプと、エンジンに燃料を供給するための燃料供給ポンプの計３タイプ。電動機をタンク
外に置き、ポンプ部分をタンク内に設置するディープウェルポンプは、バンカー船向け荷役ポ
ンプと、燃料供給用の計２タイプを開発中。いずれも今年度中には実液試験を完了する見込
み。 
　同社は先行する他社製品に対して競争力を発揮するため、ＬＮＧの実液での検証を行うこと
で、品質を担保する。山口県の本社工場近くに新設した、ＬＮＧと液化窒素で運転可能な検査
工場を活用する。また、開発においては、同社がケミカルタンカー向け荷役ポンプの実績で培
った知見や技術を生かす。 
　当面はＬＮＧ向けに注力するが、今後、ＬＰＧやアンモニア、液化二酸化炭素（ＬＣＯ
２）、液体水素についても検討を進める方針。
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